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机の上の さな変革小
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環境に適応しながら、モノとの接点を変化させているこ
とがわかると思います。

　たとえば、ペンは指先で持っているイメージがありま
すが、実際には親指と人差し指の股で支えていることが
重要であったり、ノック式のペンであれば、ノックをす
る指以外の部分で、しっかりとペンを固定する必要があ
ると気づくことができます。
　カップの場合を見てみると、中に入る飲み物の温度や
入っている量の影響によって、持つ部分が定まってしま
うことがあるなど、物の形と手の関係だけでなく、中身
のコンディションも重要であることがわかります。
　椅子の場合は、椅子の重量やキャスターの有無によっ
て机から引き出す際の持ち方が変化したり、座るときも
座面の高さや服装、荷物などを含めた身体の状態により、
触れる部分が変わっていることがわかると思います。
　普段、当たり前のように繰り返し行なっている動作も、
このように細かく視点を定めて見てみることで、思いも
よらない触り方をしていることに気づくことができるの
です。
　すると、これまで自覚していなかった癖やモノの扱い
方、身体の動かし方など、自分と周囲のモノに関する意
外な発見が生まれるかもしれません。

身体と物体の関わり方を再発見する

　こんにちは、菅俊一です。今回は、モノと身体の物理
的な接点について考えてみたいと思います。
　早速ですが、普段使っているペンを手に取って何か書
いてみましょう。そのときに、どうやって手指でペンを
持っているかを確認するために、ペンと手指が接してい
る部分を、小さい丸シールや付箋などでマーキングして
みてください。接点が詳しくわかるように、できるだけ
細かく貼ってみるとよいでしょう。
　マーキングを終えたら、今度は普段使っているマグカ
ップやコップでも同様に試してみてください。こちらも
手指が触れているところに、シールや付箋などを細かく
貼っていきます。
　もしも途中で持ち替えているといったようなことがあ
れば、持ち替えた場所も含めて、触っているところをす
べて記録してみてください。
　最後に、みなさんが普段座っている椅子についても、
同じように手指で触っている部分にシールや付箋を貼り
付けてみましょう。立った状態から椅子に座るまでのプ
ロセスを通じてやってみてください。
　こちらも椅子を触って引き出しているところや、座り
ながら触っている箇所などがあれば、すべて記録するよ
うにしましょう。
　いかがですか？　ペン、カップ、椅子にそれぞれ記録
された接点をよく見てみると、無意識のうちにかなり巧
みに手指を使って物の大きさや形、重量、そして周辺の
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